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  令和６年第13回教育委員会会議録 

日   時  令和６年10月29日（火）13時30分開会 15時15分閉会 

場 所 第二庁舎２階教育長室 

出 席 委 員 

教育長  佐々木    智 

委 員  荒 井  由紀恵 

委 員  杉 本     功 

委 員  曙    嘉 輝 

委 員  柴 口  史 子 

欠 席 委 員 － 

事務局職員 

教育部長        松 崎  正 信 

教育部次長       中 島    肇 

教育部学校指導室長   赤 井  輝 人 

企画総務課長      井戸川  邦 彦 

青少年課長       橋 本    薫 

学校給食センター長   髙 岸      徹 

文化施設課長      丸 岡  祐一郎 

学校指導課長      三田村    要 

書 記 企画総務課総務係    阿 部    健 

議 題 及 び 
議事の概要 

 別紙のとおり 
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１ 第13回教育委員会会議付議事件及び結果表 

 

令和６年10月29日（火）13時30分開会 

15時15分閉会 
 
 

事件番号 件    名 議決結果 

議案第１号 
千歳市学校給食センター運営審議会委員の委嘱又は

任命について 
原案可決 

議案第２号 
千歳市立学校における働き方改革推進計画（第３期）

の策定について 
原案可決 

報告第１号 令和７年度千歳市教育予算要望について 報告済 

報告第２号 
令和６年度教育委員会の事務に関する点検・評価報告

書について 
報告済 

報告第３号 令和６年度千歳市民文化表彰受賞者について 報告済 
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総務係長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（開会） 

令和６年第13回教育委員会会議を開催いたします。 

 

議案第１号は、人事に関する議事であるため、秘密会にしたいと考えます

が、よろしいでしょうか 

（一同了承） 

それでは、そのように取り扱いたいと思います。 

 

日程２ 会議録の承認について、お願いします。 

 

令和６年10月24日に開催されました令和６年第12回教育委員会会議は、議

案が１件ございました。 

議案につきまして、議案第１号 教育委員会職員の任免について、原案の

とおりご決定いただいております。 

以上でございます。 

 

会議録の承認の件は、よろしいでしょうか。 

（一同了承） 

 

続きまして、日程３ 教育長の報告です。 

  

 前回の会議から５日しか経過しておりませんので、特に報告する案件はご

ざいませんが、今回、報告案件で教育予算要望に関するものがありますが、

令和７年度の予算編成が始まっているところです。 

 また、第３回市議会定例会が終わりまして、その内容についても後ほど報

告させていただきますが、色々なことが議論されました。 

いずれにしても、来年度に向けて準備をする時期となってまいりましたの

で、気合いを入れて進めてまいりたいと思っております。 

 私からの報告は以上でございます。 

 

何かご質問等はよろしいでしょうか。 

（一同「なし」の声） 

 

それでは、日程４ 議案に入ります。 

議案第１号 千歳市学校給食センター運営審議会委員の委嘱又は任命につ

いて、事務局から説明をお願いします。 

 

＜秘密会につき会議録省略＞ 

 

２ 議題及び会議の概要 
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学校指導課長 

 

 

教育長 

 

柴口委員 

 

学校指導課長 

 

 

 

 

 

 

 

柴口委員 

 

 

 

 

 

 

 

学校指導課長 

 

 

 

 

 

曙委員 

 

 

学校指導課長 

 

それでは提案どおり決定させていただきます。 

 

次に、議案第２号 千歳市立学校における働き方改革推進計画（第３期）

の策定について、事務局から説明をお願いします。 

 

（千歳市立学校における働き方改革推進計画（第３期）の策定について、

議案書に沿って説明） 

 

ただいまの説明に対して、ご意見、ご質問等はございますか。 

 

標準授業時数を大きく上回っている学校は、まだ多くあるのでしょうか。 

 

標準授業時数は、年間1086時間を目安としており、余剰時数が70時間程度

となるので、昨年度末に教育委員会から、それを超えないように教育課程を

編成するよう各校へ通知しており、今年度についてはそこに収まっている形

となっています。 

それまでは、余剰時間が100時間を超えているような学校があったので、そ

この部分については、例えば午前授業にするなど、児童生徒に負担がかから

ないよう編成し直しをするなどの指導を行っています。 

 

ある時期までは、余剰時数をできるだけ作り、その余剰時数を次の学年ま

でにできてなければならない教科などに振り充てるようにと、局や教育委員

会として学校に指導をしていた時期があり、学校としてもやらない方が負担

は少なくなるところを、学力向上のためにも一生懸命にやっていただいてい

たので、もし、今、余剰時間が大幅に超過する学校があり、それについて指

導・助言をする際には、そういった過去の経緯も踏まえながらお願いしたい

と思います。 

 

おっしゃる通りで、各校において国語や算数については、標準時数よりも

多めに、少し余裕を持たせて丁寧な指導ができるよう組んでおり、もう一回

組み直しとなったときに、校内の先生方の調整や共通理解を求める作業が必

要であったり、苦労されていたことはご指摘のとおりですので、しっかり留

意してまいりたいと思います。 

 

今の千歳市の先生方の時間外勤務時間の実態はどのようになっています

か。 

 

例えば、今の先生方の在校等時間、いわゆる残業時間について、令和５年

度は、小学校が平均29.8時間であり、令和３年度、本計画の前の計画が始ま
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曙委員 

 

学校指導課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

学校指導課長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

企画総務課長 

った当時は、平均31.8時間でしたので、少し減っている状況です。 

また、中学校は、令和３年度が平均33.6時間、令和５年度が平均35.4時間

と、少し増えております。 

理由としては、恐らく、令和３年度当時はコロナ禍であり、部活動にかな

りの制限があった状況でしたが、令和５年度になり、一定程度、活動が元に

戻ったことによるものと考えられ、目標の45時間は下回っておりますが、個

人で負担が掛かっている先生がいらっしゃると思いますので、各校で個々に

応じて働きかけや取組を進めてまいりたいと思っております。 

 

先生による個人差もあるのでしょうか。 

 

あります。 

中学校では部活動の時間で差が出ますし、小学校でも担任外や高学年の担

任等、一部の先生に負担がかかっている状況や、小中学校共通のことですが、

教頭先生にかなりの負担が掛かっており、どの教頭も50時間や60時間、中に

はもっと多く超勤となっている先生もいる状況ですので、今回の計画でも教

頭先生のついては項立てしておりますが、教頭先生の支援をどのようにして

いくか、業務削減をどのようにしていくのかがひとつの重点になっておりま

す。 

 

令和６年度に部活動指導員を配置したことで、中学校の時間外勤務は多少

減っているのでしょうか。 

 

年間を通してではないので、途中経過となりますが、中学校は、９月まで

の平均で31.3時間となっており、令和５年度が35.4時間でしたので、４時間

ほど減っており、部活動指導員の配置による一定の効果があるものと考えて

おります。 

また、小学校についても、９月までの平均が26.4時間となっており、令和

５年度が29.8時間でしたので、３時間ほど減っている状況です。 

 

ほかはいかがでしょうか。 

（一同「なし」の声） 

それでは提案どおり決定させていただきます。 

 

次に日程５ 報告に入ります。 

報告第１号 令和７年度千歳市教育予算要望について、説明をお願いしま

す。 

 

（令和７年度千歳市教育予算要望について、議案書に沿って説明） 
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教育長 

 

荒井委員 

 

企画総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曙委員 

 

 

ただいまの説明に対して、ご意見、ご質問等はございますか。 

 

今年度、特に力を入れた要望事項はありますか。 

 

まず、令和５年度にデジタルＡＩドリルを導入した際に、トライアルとし

て学校に導入し利用している「オクリンクプラス」という学習支援ソフトが

あり、１年以上にわたり各校で有効に利用されていることから、トライアル

期間終了後も継続利用できるよう正式導入してほしい、という項目がありま

す。 

具体的には、例えば学校の先生が子どもたちに対して何かしらの課題を出

したときに、スラスラと課題を進めることができる児童生徒がいる一方で、

全く手が止まってしまう子もいます。これまでだと、そういった子はどんど

ん置いていかれてしまう、ということがありましたが、「オクリンクプラス」

は必要に応じて画面の共有をすることができるソフトであり、グループでの

共有、クラス全体での共有など、場面に応じて利用することができます。画

面を共有することで、ほかの子の状況を見ることができるため、良い例を見

て参考することができ、置いてきぼりになることなく課題を進めることがで

きるようになります。また、みんなの回答を共有することで、協働的な学び

に非常に大きな効果を得ることができ、先生にとっても、リアルタイムで子

どもたちの進捗状況をモニタリングできるので、適切な授業展開を図ること

ができ、各校でとても重宝されている状況であり、要望が上がっているもの

です。 

次に、「校内教育支援センター」というもので、スペシャルサポートルーム

や校内フリースクールといった呼ばれ方をすることもあるものですが、学校

の教室に普通通りの登校をすることが難しい状況だが何とか学校には来るこ

とができている、といった子どもたちを対象に、普通教室ではなく別室に登

校ができるような取組を各校で行っているのですが、課題として、専属の職

員がいないため、教員が時間の合間を見て対応したり、場合によっては管理

職が対応しているのですが、都合が付かないときが生じたり、対応する教員

も毎回変わるため、連続した学習指導や教育相談を行うことが難しい状況が

あります。 

そういった中、千歳中学校において実証事業として専属の職員を１名配置

し対応してもらった結果、不登校状態であった２名の生徒が普通教室に復帰

するという事例もあり、学校としても効果が高いため、人員の配置について

要望が上がっているものです。 

 

学校の防音機能復旧事業について、暖房用ボイラーの更新ということにな

ると思いますが、今回学校にルームエアコンを設置しており、例えばそうい
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企画総務課長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

企画総務課長 

 

 

教育長 

 

柴口委員 

 

 

企画総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

杉本委員 

 

 

 

 

企画総務課長 

ったものを削っていって、冷暖房を一体で行うパッケージエアコンにするな

どの検討をしてみてはいかがかと思います。 

 

本庁舎や第二庁舎などでは、電気を使い、冷暖房もすべてパッケージエア

コンタイプのもので対応しているのですが、各校へエアコンを導入するにあ

たっては予算的な部分もあり、後付けでルームエアコンを設置する形でなけ

れば予算付けができないといったことがありますので、今後、将来的に学校

の大規模な改修を行う際には、そういったことも比較、考慮しながら、最適

な方法を検討していきたいと思っております。 

 

ほかはいかがでしょうか。 

（一同「なし」の声） 

それでは、これについては、報告済みといたします。 

 

次に、報告第２号 令和６年度教育委員会の事務に関する点検・評価報告

書について、説明をお願いします。 

 

（令和６年度教育委員会の事務に関する点検・評価報告書について、議案

書に沿って説明） 

 

ただいまの説明に対して、ご意見、ご質問等はございますか。 

 

例えば、目標指標の値を大きく上回っているものについて、非常に良いこ

とではあるのですが、目標値は変更しないでこのまま進めるのでしょうか。 

 

今回の外部評価会議においても、実態とは少し離れている指標や、すでに

達成している指標があるので、指標について見直しを行った方が良いのでは

ないか、というご意見をいただいております。 

教育委員会としても、計画を策定した際にはこの指標が良いということで

決めたものでありますが、実態と合わないものについては当然見直した方が

良いと思っておりますので、翌年度に向け、関係各課と協議しながら最適な

目標指標について検討しながら進めてまいりたいと考えております。 

 

施策項目「いじめ・不登校に対する取組の充実」について、目標指標に学

校復帰率がありますが、90％を超えてとても良い結果となっており、外部評

価委員の意見もそのようになっておりますが、算出方法はどのようになって

いるのでしょうか。 

 

分母は月の半分以上が休みとなっている児童生徒数であり、分子について
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曙委員 

 

 

 

 

 

 

企画総務課長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

教育長 

 

 

 

 

は、完全に復帰した子はもちろんですが、一時的に復帰したけれどもまた不

登校になった子も含んでおり、また、一番多くの割合を占めているのが、先

ほどお話したような教室外登校などの部分復帰となっており、完全な教室登

校に戻った子以外の数も相当数含んでいるため、高い数字となっている状況

です。 

 

施策項目「体力・運動能力の向上」について、目標指標に１日の中でテレ

ビやゲームに費やす時間についての項目がありますが、今は勉強もパソコン

を活用する時代になってきているので、体力や運動能力という施策に対する

指標としては少しそぐわない感じがします。例えば運動を週にどのくらいや

ったか、といった内容の方が良いのではないかと思いますがいかがでしょう

か。 

 

テレビやゲームに費やす時間については、学習を除いたものとなっており、

スクリーンタイムが長いと、相関関係で学力が下がる傾向もあるので、家庭

生活宣言においても各家庭にお願いしているところであり、今後も取り組ん

でいきたいと考えております。 

指標については引き続き検討してまいります。 

 

本件については、議会へ報告する必要があり、総務文教常任委員会で説明

することとなりますが、指標が中心の評価となっているので、先ほど目標値

を変えることについてもお話がありましたが、変更する場合のある程度のル

ールや目安を決め、市全体の事務事業評価の指標とも整合性を図りながら検

討していただきたいと思います。 

 

（一同「なし」の声） 

それでは、これについては、報告済みといたします。 

 

次に、報告第３号 令和６年度千歳市民文化表彰受賞者について、説明を

お願いします。 

 

（令和６年度千歳市民文化表彰受賞者について、議案書に沿って説明） 

 

ただいまの説明に対して、ご意見、ご質問等はございますか。 

（一同「なし」の声） 

それでは、これについては、報告済みといたします。 

 

これをもちまして、本日の教育委員会会議を終了します。 

（閉会）  


